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 透水性舗装を車道に適用した場合，空隙づまりが原因とされる透水性の低下，および雨水浸透による路

床・路盤の支持力の低下が懸念される．透水性能の水収支計算は，舗装は透水性の高いものとみなし，路面

から浸透した雨水はただちに路床面に達し，路床の透水性に応じて以深に浸透していくというモデルを考え

ている．しかし，粒状路盤材料の種類によっては，このような仮定が成り立つかどうかは不明である．また，

支持力の低下についても，雨水浸透がどのように影響するかが明確ではない．そこで本研究では，実路に試

験施工された透水性舗装で散水実験および支持力調査を実施した．また，室内で不飽和浸透特性試験を行う

とともに，過去に実施した室内および実路実験結果と比較した． 
 

Key Words：granular material, permeable pavement, permeability, durability, bearing capacity 
watering test, FWD, seepage water 

 
 

１．はじめに 

 
透水性舗装は，水循環の保全，都市型洪水の抑制など

道路舗装からの環境対策として期待されているが，雨水

の浸透による路床の軟弱化が懸念されることから，適用

箇所は歩道や駐車場などに限定されていた．現在は，車

道部へ適用が検討されており 1)，全国各地で試験施工が行

われ，散水実験などが実施されている 2)．また，室内実験

においても各材料の透水特性に関する研究が行われてい

る 2)．しかし，各材料の室内実験の結果と散水実験の結果

との関係は明確にされていない． 
透水性舗装の一般的な水収支計算では，舗装は透水性

の高いものとみなし，路面から浸透した雨水はただちに

路床面に達し（一部は舗装内に拘束されるが），路床の透

水性に応じて以深に浸透していくというモデルを考えて

いる．すなわち，アスファルト混合物や粒状路盤材の透

水性は，水収支計算上には表れない．しかし，粒状路盤

材料の種類によっては，このような仮定が成り立つかど

うかは不明である． 
一方，支持力の低下については，既往の研究 3),4)では，

透水性舗装に使用する路盤材料は，供試体を作製し通水

を行った場合，使用する材料や粒度によっては，CBR 値

が低下するという結果が得られている． CBR値の低下は

浸透水によって路盤材中の細粒分が移動し，骨材同士の

噛み合わせが変化したためだと考えられている．しかし，

雨水浸透がどのように影響するかが明確ではない． 
そこで本研究では，散水実験と室内実験のそれぞれの

結果から，特に粒状路盤材に着目し，粒状路盤材が雨水

流出抑制性能に及ぼす影響について検討した．また実路

でのFWD測定から，雨水浸透による支持力低下の有無に

ついて検証を試みた． 
 

２．透水性に関する検証 

散水実験は上述したように全国各地で試みられている．

本実験においても試験施工された車道透水性舗装で散水

実験を実施した． 
 
2-1 実路実験 

(1) 実験概要 

試験施工は，現在建設中の京都と大阪を結ぶ一般国道1
号のバイパスである第二京阪道路の副道にて実施した．  
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図-2 舗装構造 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3 粒状路盤材の粒度曲線 

 
表-1 路床土の性状 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1に示すように，粒状路盤材の違いによる雨水流出

抑性能および支持力への影響を確認するため，施工箇所

の道路が縦断方向に山型であることより，頂点（図-5中 

 
 
 
 
 
 
 

図-4 散水装置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-5 遮水壁設置状況 

 
A点）を境にクラッシャラン（以下， C-40）と再生クラ

ッシャラン（以下，RC-40）の 2 工区に分けて施工し，

C-40工区およびRC-40工区とした．その舗装構造を図-2

に示す． 
 
(2) 使用材料 

使用材料は，表層はポリマー改質アスファルトH 型を

使用した開粒度アスファルト混合物(13)，上層路盤はスト

レートアスファルトを使用した開粒度アスファルト安定

処理(20)，下層路盤は C-40 および RC-40，フィルター層

は海砂を使用している．路床は盛土，切土および路床改

良箇所が点在していたが，透水係数は両工区10-3 cm/sec 
と同程度であった．粒状路盤材は現地で入手した材料を

そのまま使用した．各材料の粒度分布を図-3に示す．過
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図-1 試験施工平面図 
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去の研究 9)によれば，C-40 とRC-40 の透水係数は 1 オー

ダー程度異なり，粒度の差に比べて材質による影響のほ

うがはるかに大きいことを確認している．したがって，

図-3における粒度分布のわずかな差は，舗装の透水性能

の評価に大きな影響を与えるものではなく，ほぼ同一の

粒度分布とみなすことができる．また，路床土の性状を

表-1に示す．  
 
(3) 散水実験概要 

散水実験は図-4に示す散水装置で行い，その範囲は，

各工区の勾配最下部から縦断方向へ 4.3m の部分とした．

また，図-5に示すように，遮水壁は舗装工区を取り囲む

ように設置した．工事上の都合から，散水範囲の勾配上

部側境界には遮水壁を設置していないが，水収支計算上

は，散水領域内を鉛直に水が浸透するものと想定した．

実験方法を以下に示す． 
① 調査ヤードは散水量の容量，散水装置等の関係から，

W4.5m×L4.3m＝19.35m2とし，タンク車に所定数量

以上の水（2m3）を準備する（参考文献 5)より所定

の散水量を算出）． 
② 図－4 に示す装置で散水を行い，降雨強度 50mm/hr

に相当する量を人力で散水し，溢流水を最下部の集

水桝に集め，その量を経時的に測定する． 
③ 散水量と溢流量の関係から浸透・貯留量を算定する． 

(4) 実験結果 

 図-6に散水実験結果を示す．溢流開始時間はC-40工区 
が散水開始から 38 分後，RC-40 工区は 30 分後であり，

C-40 工区の方が雨水流出時間を遅延できると考えられる．

また，時間当たりの散水量 50mm/hr に対し，120 分後に

C-40 工区は雨水の流出を約 60%抑制している．一方，

RC-40 工区は 100 分後に約 40%程度しか雨水流出を抑制

できないことが確認できた．どちらの工区も路床の透水

係数は同程度なので，雨水流出抑制効果は路盤材の性状

の影響を受けることは明らかである． 
 
(5) 実路実験結果と水収支計算結果6)による比較 

現在使用されている水収支計算で，路床の条件が異な

った場合に水収支計算結果がどのようになるかを試みた．

当該舗装は路床以深へ水が浸透する路床浸透型で施工さ

れているが，比較検討のため，路床以深へは水が浸透し

ない貯留型の計算も実施した．その結果を図-7に示す．

貯留型にした場合，路床以深への雨水浸透が無いため，

60分後に溢流を開始した後に散水量の50mm/hrに近付い

ている事が分かる．これは以前より著者らが検討を試み

ている，降雨強度が大きい場合には舗装体内の空隙（間 
隙）が飽和する前に雨水が溢流する，いわゆる不飽和状

態が影響していると考えられる．したがって，水収支計

算では不飽和状態を考慮せず，路床まで雨水が達し，そ

の後，徐々に下部から飽和していくという現象を想定し

ているため，溢流までに時間がかかると考えられる． 
 
2-2室内における透水性能試験 

従来の透水性舗装の透水性能は，室内で作製した供試 
体を用いて，飽和状態における定水位透水試験で求めた

飽和透水係数で評価するのが一般的である 6)．しかし，降

雨強度が強い場合や，近年多発しているゲリラ豪雨のよ

うな，雨量が降り始めに集中している場合において，舗

装体内に不飽和領域が存在した状態で表面流出が生じる

という現象が確認されている 7)．この現象は，降雨強度が

大きい場合，舗装体内の間隙内の空気により雨水が浸透

しにくくなるためであり，透水性舗装では舗装体内が不

飽和の状態での透水性能を把握する必要があると考えら

れる． 
そこで本試験は透水性舗装の雨水流出抑制性能に影響

を与えると考えられる粒状路盤材の水分保持特性試験と

飽和－不飽和透水試験により透水性能を実験的に求め，

粒状路盤材の不飽和状態が雨水流出抑制性能にどのよう

な影響を及ぼすかについて検証を行った．なお，各試験

の原理については参考文献 8)に譲ることとする．また，

本試験で使用した装置は，参考文献 9)に改良を加えたも

のである． 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-6 散水実験結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-7 実路実験結果と水収支計算結果の比較 
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 a) 飽和透水試験機  b) 不飽和透水試験機 

図-8 飽和－不飽和透水試験機 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図-9 水分保持特性試験装置 

 
(1) 試験概要 

a) 飽和-不飽和透水試験 

 試験装置は工藤ら 8)の実験方法を参考に図-8 に示す装

置を使用した．また，供試体の作製は，舗装調査・試験

法便覧〔第４分冊〕F007，突固め試験方法 10)の結果から

締固め度を 95%とし，寸法は φ150mm×h125mm とした．

なお，試験は以下の手順で実施した． 

① 絶乾状態にした供試体を図-8b)に示す試験装置に設

置し，供試体上面にマリオット瓶から一定流量の水

を供給し，供試体質量および流出流量の経時変化を

計測する． 

② 供試体質量および流出流量が一定になった時点で，

不飽和透水係数 kwuおよび定常時の体積含水率 θ を

算出する．マリオット瓶の給水流量を増加させ，供

試体上面に水面が形成されるまで計測を行う． 
③ 不飽和透水試験終了後，図-8a)に示す飽和透水試装

置を用いて飽和透水試験を行う． 
 

b) 水分保持特性試験 

本研究で作製した水分保持特性測定装置を図-9に示す．  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-10 粒状路盤材の粒度曲線 

 
以下に本試験の手順を述べる．なお，供試体の作製方

法は飽和－不飽和透水試験と同様であり，同じ供試体を

使用している．試験手順は以下の手順で実施した． 

① 試験装置に飽和状態の供試体を設置する． 

② 側圧をかけた後，供試体内の圧力を大気圧に保つ． 

③ 下流側水槽を下げ，下流側水槽と供試体内に水位差

を与え，供試体内に圧力差を発生させ，排出される

水の量を電子秤で計測する． 

④ ③の排出される水の量が無くなったことを確認した

後，下流側水槽を下げ、圧力差をさらに増加させる． 

⑤ 以上の③と④の作業をフィルター材が空気を封入さ

せることが可能な範囲内で繰り返し行う．なお，下

流側水槽を下げ切った場合はコンプレッサーを用い

て供試体内に圧力を作用させる． 

 

(2) 使用材料 

本実験で使用した粒状路盤材の粒度曲線を図-10 に示

す． 

 

(3) 試験結果 

a) 飽和-不飽和透水試験結果 

 試験結果を表-2 および図-11 に示す．本実験で使用し

た試料の場合，飽和透水係数はRC-40 の方が 1 オーダー

小さい．不飽和透水係数は，体積含水率に対する増加傾

向は類似しているものの，同じ体積含水率における不飽 

和透水係数を比較すると，飽和透水係数と同様に RC-40
が 1～2 オーダー小さい値を示している．このことより，

同じ粒度であっても材料の違いによって透水性能が大き

く異なることが分かる．これはC-40とRC-40はそれぞれ

を構成している骨材の表面の粗度等が異なっているため

だと考えられる． 

 

b) 水分保持特性試験結果 

 試験結果を図-12に示す．図中のマトリックポテンシャ

ルとは，土壌粒子が水分子を引きつける力の強弱を示し

ている．マトリックポテンシャルが大きいほど，保水性
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が高いことを示す．マトリックポテンシャルが最大値の

時の体積含水率はC-40が0.13，RC-40が0.17を示してい

る．これは，間隙内に重力に抵抗して粒状路盤材が保持

する最小の水分量（最小容水量）が存在すると考えられ

る．このことより粒状路盤材は水分を保持し，さらに最

小容水量が大きいRC-40の方が保水することが分かる． 
 

c) 雨水浸透メカニズムの解明 

 実路における散水実験の結果から，下層路盤にC-40を
使用している透水性舗装の方が RC-40 を使用している舗

装に比べ雨水流出抑制効果があることが分かった．また，

室内における不飽和浸透特性試験の結果においても，同

じ粒度で比較した場合，C-40の方がRC-40に比べ透水性

能が優れているという結果であった．このことより，実

路で使用した骨材と室内試験で使用した骨材の粒度は若

干異なっているものの，透水性舗装は下層路盤の材料の

違いが透水性能に大きく影響し，C-40の方がRC-40に比

べて優位であることが分かった．これは室内試験結果か 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-13 FWD測定箇所 

 
ら分かるように，C-40 は体積含水率が低い状態で高い不

飽和透水係数を有している．それは水分保持特性試験結

果が RC-40 に比べて水分を保持していないことからも明

らかである．したがって，アスファルト混合物層を流下

した雨水は，C-40 の場合は水分を保持すること無く下層

へ浸透させるのに対し，RC-40 は水分を保持し，飽和－

不飽和透水係数も小さいため下層への浸透が遅くなり，

散水実験の結果のように，雨水流出抑制効果に影響を与

えると考えられる． 
 

３．耐久性に関する検証 

 透水性舗装は舗装体内に雨水が浸透することから，路

床および路盤の支持力の低下が問題視されている．そこ

で，第二京阪道路の副道でFWDにより支持力の測定を行

った． 
 
3-1 調査概要 

 FWDによる支持力測定は，当該道路は現在建設中であ

るため供用されておらず交通履歴が無いこと，および施

工後数年間は供用されないことから，図-13に示すように，

路肩の構造物の影響を受けずに測定が可能である各工区

の非わだち部4箇所を測定した．測定時期は施工直後，8
ヶ月後（累積降雨量1,116.0mℓ ）および12ヶ月後（累積

降雨量 1,516.5mℓ ）である．なお，交通量については，

工事関係車両がある期間に通過した程度である． 
 
3-2 調査結果 

(1) たわみによる評価 

 透水性舗装は，雨水の浸透による支持力の低下が懸念

されている．そこで，FWDのたわみによって支持力の経

年変化を検証した．また温度補正に関しては，現在幾つ

かの方法が提案されているが 11), 12)，本研究では財団法人

道路保全技術センターが提案する方法を採用した． 
各工区の温度補正後の載荷直下のたわみD0の経年変化

を図-14に示す．C-40工区のD0たわみはほぼ同値である 
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表-2 粒状路盤材の飽和透水係数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-11 粒状路盤材の不飽和透水試験結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-12 粒状路盤材の水分保持特性 
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図-14 D0たわみの経年変化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

a ) アスファルト混合物 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

b) 粒状路盤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

c) 路床 

 
図-15 各層の逆解析弾性係数 

 
のに対し，RC-40工区のD0たわみは若干減少しているも

のの，その差は顕著でないことから，雨水浸透によって

支持力が低下していない事が分かる． 
 
(2) 弾性係数による評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-16 推定される現状のCBR 
 

FWDたわみを逆解析し，舗装各層の弾性係数を求めた．

逆解析には，フリーウェアとして公開されている LMBS
を使用した．なお，逆解析はフィルター層を路床に含め

て行い，アスコン層の弾性係数は，式(1)により20℃の弾 
性係数に補正した 11)． 
 

( )[ ])(200184.0
)()20( 10 zaveT

zasas EE −×−×=  (1) 

 
ここに， Eas(20)：標準温度20℃のアスコン層の弾性係数(MPa) 
 Eas(Z)：Tave℃のアスコン層の弾性係数(MPa)  
 Tave(Z)：FWD測定時のアスコン層の平均温度(℃) 
 

図-15に各層の逆解析弾性係数の結果を示す．アスファ

ルト混合物層および路床の弾性係数は時間が経過しても

変化はほとんど見られないが，粒状路盤材については変

化が見られた．特に RC-40 の変化が顕著であり，図-14

からも分かるように，粒状路盤材が以前から言われてい

る水硬性13)等がD0たわみの減少に影響を与えていると考

えられる． 
 
(3) CBRによる評価 

式(2)から算出した現状のCBR12)の結果を図-16に示す． 
 

150

000,1(%)
D

CBR =現状の   (2) 

 
ここに，D150：載荷中心から150cm位置のたわみ (μm)  
 
この結果はD0たわみと同様，支持力の低下が見られな

かった．これより，工事用車両のような重交通車両が通

行したが，その交通量は少ないことから，少なくとも降

雨だけでの作用では，耐久性は低下しないということが

分かった． 
室内での通水実験の結果を図-17に示す．試験法等に関

しては参考文献14)に譲るものとする．室内実験において 
も材料の種類の違いでCBR値に違いが見られた．しかし， 
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 締固め度95% 締固め度100% 

a) C-40 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 締固め度95% 締固め度100% 

b) RC-40 

 
図-17 室内での通水実験によるCBR値の変化 

 
室内実験結果はCBR値が低下しているものの，実路にお

いては低下していない． 
また，著者らは関東地方の市道においても散水実験を

行った際に支持力の測定を実施し弾性係数を算出してい 

る 14)．その結果を図-18 に示す．なお，算出方法は上述

した方法と同様である．この結果を見ると，雨水が舗装

体内に介在している間は支持力が低下しているが，その

後回復している事が分かる．したがって，図-17 の CBR
試験の結果は，材料の最悪の条件である飽和状態で試験

を行った結果であり，図-18でいうところの散水直後の状

態である．そういったことからも，1,500mℓ の通水後で

最悪の条件である飽和状態においても，支持力は基準値

を上回っていることより，素早く下部に浸透させること

が可能な粒状路盤材を使用することで，透水性舗装の耐

久性を維持することが可能である事が分かった． 
 

４．まとめ 

以上の実験結果から得られた知見を以下にまとめる． 
 
① 透水性について 
a) 実路での散水実験の結果，下層路盤にC-40を使用し

た透水性舗装の方がRC-40のそれに比べ雨水流出抑

制効果があることを明らかにした． 

b) 室内における不飽和浸透特性試験の結果，C-40に比

べRC-40の方が飽和－不飽和透水係数が小さく，さ

らに水分を保持しやすいことが分かった． 
c) a)，b)の結果から，透水性舗装の雨水浸透メカニズ

ムは，粒状路盤材の不飽和浸透特性が影響し，アス

ファルト混合物層を流下した雨水は，C-40の場合は

水分を保持すること無く下層へ浸透させるのに対し，

RC-40 は水分を保持し，飽和－不飽和透水係数も小

さいため下層への浸透が遅くなり，C-40に比べ溢流

開始時間が早く，溢流量が多くなると考えられる． 
d) 実路での散水実験結果と水収支計算（貯留型・浸透

型）との比較から， 
i. 浸透型の水収支計算では溢流しないにもかかわら

ず，実験では溢流したことから，飽和透水係数で

は路床の浸透能力を過大に評価していることを示

し，不飽和の考慮による浸透能力の算出が必要で

ある． 
ii. 貯留型の水収支計算の方が，実験よりも溢流開始

時刻が早かったことから，水収支計算では舗装（ア

スファルト混合物層・路盤層）の貯留容量を過大

に評価していることを示し，不飽和の考慮による

貯留容量の算出が必要である． 
すなわち，飽和を前提とした現在の水収支計算法

は，舗装の貯留容量および路床の浸透能力を，共に

過大評価していると考えられる． 

 
 
 
 
 
 
 
 

a) アスファルト混合物 

 
 
 
 
 
 
 
 

b) 粒状路盤および路床 

 
図-18 実路における散水実験による弾性係数の変化 
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② 耐久性について 
a) 総降雨量が 1,500mℓ 以上あったにも関わらず，どち

らの工区においても支持力は低下していなかった． 
b) 室内実験結果から，1,500mℓ の水を通水するとCBR

値は低下していた．しかし，これは飽和状態での結

果であり，関東地方の市道での散水実験の結果から，

舗装体内に水が介在する時には弾性係数は低下する

が，その後回復している．したがって，素早く下部

に浸透させることが可能な粒状路盤材を使用するこ

とで，透水性舗装の耐久性を維持することが可能で

あると考えられる． 
 

５．おわりに 

著者らは，透水性舗装の粒状路盤材に着目し，雨水浸

透が透水性および耐久性に及ぼす影響について検討を試

みた．しかし，前述したように既往の研究では軽交通道

路の耐久性の低下は見られていないものの，重交通道路

での長期的な耐久性や供用後の維持修繕についての検討

が必要である．今後は，透水性と耐久性の関係について

検討を行うとともに，透水性舗装に最適な材料の選定や

舗装構造について検討する予定である． 
最後に，現場の提供およびご協力頂きました国土交通

省近畿地方整備局近畿技術事務所および浪速国道事務所

の関係者の皆様方に，この場を借りて深く感謝致します． 
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INFLUENCE OF TYPE OF GRANULAR MATERIALS ON PERMEABILITY AND 
DURABILITY OF PERMEABLE PAVEMENTS 

 
Kazushi MORIISHI, Yuzo OHNISHI, Satoshi NISHIYAMA 

Takao YANO and Hiroji KOSEKI 
 

Considering application of permeable pavements into traffic roadways, our concern is decrease in infiltration capacity of porous 
asphalt concrete due to clogging as well as reduction of bearing capacity of subgrade and sub-base due to cyclic loading under 
saturated condition. In calculation of flood control capacity of a permeable pavement, the paved surface and the sub-base are 
generally treated as well-drained layers, and the hydraulic conductivity of the subgrade is only taken into consideration. However, 
some types of sub-base course material are thought to be poor drained depending on the quality and the grain size distribution. Also, 
it is not clearly determined how the seepage water effects on pavement durability. To investigate flood control capacity of a 
permeable pavement and change in the bearing capacity, we carried out watering tests on a test field paved with a permeable 
pavement, and FWD-tests before and after watering. Permeability tests on sub-base course materials under unsaturated condition 
were also conducted in laboratory in order to grasp the relationship between the saturation degree and the hydraulic conductivity of 
the materials and to interpret the water balance that was observed in the watering tests on the test field.



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


